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序文
中之条町は古来より多くの文化の繁栄を育んだ地てvあり、先人達の遺産がさまざまな形で現在

に生きる私たちの前に残されています。これらかけがえのない文化遺産を次代に桟 L伝えること

は、私たちに与えられた責務てψありますが、近年農地の効果的利用を図るため町内の存地域で土

地改良卒業の必要性が生じており、これに!lい文化財保護の面からの調幣が要請されています。

そして過去幾度か記録保存のための発掘調査が行なわれ、数々の学術的に重要な成果を上げてお

ります。

今凪、町内の蛾川地区において土地改良事業の一環として闘場整備が計画され、これに際L発

掘調査が行なわれました。この結果、縄文時代前期を中心、とするJ.t!f;品跡が確認され、当地域にお

ける原始的人々の活発な狩猟活動の一端を伺い知る貴重な資料を得ることが出来ました。今後こ

の成果が多方面に活用され、町内外の方々の郷土の康史や文化財に対するE里鮮の進展に寄与し、

さらなる文化財保護行政の~WJ となれば幸いに存じます。

最後に、本遺跡の調査から本書の刊行に至るまでご指導ご協力いたたザいた関係各伎に厚〈感謝

の意を表し、並ひ'に極寒のιt，調査に参加していただL、た作業只の万々のご苦労をねぎらい、 1Iと

致します。

平成 2年 3月 中之条町教育委貝会教育長一場秀司

例言

1. 4'報告書は、群馬県吾-J.f;都中之条町大手，)p反

2261番地外に所花する理雌文化財包蔵地の発

掘調査に関するものである。

2 本遺跡は、蟻川遺跡群柳沢泣跡 (ありがわい

せきぐんやなぎさわいせき)と呼称する。

3 調査組織は以下の通リである。

調査主体者

中之条町教育委貝会教育長一場秀司

調査担当者 十岡田義治

調査員 別記

4 造物整理、トレース、および本書の編集 ・執

筆は木村が中心になって行なった。なお遺跡

の略号には rA Y J を用いた。

5 発掘調査および報告者作成にあたり下記の方

々のご協力を頂いた。(敬称略)

群馬県教育委員会文化財保議謀、谷藤保彦、

I期限恨三、 中之条町文化財専門委只各位、

iL正大学考占学研究会各位、 株式会社測研

6 調査参1m昌は以卜の通りである。

(発J臨調査)
(敬ffI;略)

小洲とし辻、高fワUJ、川村さだ、

田村その子 田村はるの田村久子、

~M 1'tf.t) r-、糾i'l幾代、綿l't.'b美子、

綿rrちよ 、結l，11博

(税理作業)

IJII辺美江子、'ば山~i文û
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1 .調査に至る経緯と経過

中之条町では平成活年から平成2年の 2ヵ年にわたり、蟻川地域の柳沢地区を対象として、土

地改良卒業を実地することとなった。対象地の総而績は16，OOOm'、その内訳は水田 7，000m'、畑

9，OOOm'である。

当地区は町の埋蔵文化財遺跡台帳に登録されており、表面調査の結果地表面に造物の散布がみ

られた。さらに試掘調夜をおこなったところ、縄文時代を主体とする遺構の存在が明らかとなっ

た。そこで、遺構が認められた事業実施にともない失われる可能性がある部分 ( 800 m')につ

き、本調査に移行することで事業側との合意を得た。

中之条町教育委貝会では同腕只福岡義治、同臨時職員木村芳昭 (立正大学 3年)を調査員とし

て平成 2年 2月16日調査を実施した。

調貨はまず重機により現耕作土の除去をおこない、続いて人力による精査により遺構の確認作

業を行なった。そして確認された遺構の覆土を慎重に取除き、遺物の出土位置や遺構の形状、さ

らに遺構配置などを測量や写真織影により記録L、平成 2年 3月30日現地調査を終了 Lた。

2.地理的環境

中之条町は群馬県の北西部に位置する。町の東南端、吾妻町と境を接する付近に中之条盆地と

称する狭い盆地(盆地底の標高*')330m )がひらけ、そのほぼ中央を利桜川町一大支流てvある吾妻

川が東流し、両岸に形成された河岸段丘上に市街地が展開する。この中之条盆地をとり囲むよう

に町の西部から東部にかけて標高500m-1，000 mの山地が広がり、町境付近では1，200m -1，700 

mの山儲となり北境は新潟県と接する。これら山地を水源とする名久田川や四万川等の吾妻川各

支流はその流域に吾妻川同様河岸段丘を形成している。段丘上の平坦聞は先土器時代より現代に

亙るまで人々の主な生活の場となっている。本遺跡の所在する蛾川地区は、名久田川の支流であ

る赤坂川と蛾川川の形成する段丘崖に東西両縁を佼食された丘陵状台地上に位置する。この丘陵

状台地は舌状を呈し、蛾I11岳(標高853m)裾(標高550m付近)から南東へ2km搾伸び、前河川の

合流地点(標高480m付近)で終わる。川床面との比高差は平均70mを測る。本遺跡はこの合流地

点から、東縁を流れる赤坂川を 4km程さかのぼる段丘崖最上部、標高518m付近に立地する。西方

約20mには比高差50m綬の小山が隣接し、その直下に湧水がある。小山は北にかけて斜度を緩め

南傾し、山裾は本遺跡付近でほぼ水平となり、そのまま南東方向へ100m程伸ひ'て急に傾斜を強め

て川床へと向かっている。一方で、湧水を谷頭とし南東方向へと小規模円谷が形成されており、

本遺跡は細長い棚状を呈する狭小な平担地に立地する。東から西にかけての眺望はよく、南東に

は速く十二ヶ岳 (標高 1，200.9m)が望める。
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3 .周辺の遺跡と調査

本il't跡、と刷版に標尚 500m以上の山林中に所在する遺跡的調査例は周辺にほとんど無〈、やや

距離町Jに離れるが四万川右岸の標高 550m付近に位出する伊賀野i立跡において縄文時代，jijJglの住

居跡2軒が雌認されている。本遺跡的所在する蛾川地区をはじめとし、岩本 ・五反田・四万円各

地区の山林中では縄文土器の散布地が発見されており、主調査ながら多数の遺跡の存在が何われ

る。名久間川流蹴では大塚・平の両地区においては過.t;幾度となく発掘調査が行なわれており、

赤坂川との合流地点付近に所在する下平遺跡、そこから約 3km上流の段丘面上に所点する Ti.1-胤

遺跡や術却l遺跡は、本遺跡とほぼ時期lを等しくする縄文時代前・中期及び弥生~干安時代的il:J1!;'

跡が確認されている。やや F流域に{立，i'iする下尻町遺跡でもほぼ同じ憐相を呈するが、縄文l時代

に比定されるものは仁~~片止ぴ石器が出土したのみである。 尚、この付近には樋塚占1ftをはじめ小

規悦なPJIftが多く平古杭群を形成している。以上町遺跡は際，:'i400m -380 m付近に位置するが、

これより下流、吾}fJ11との合流地点周辺の標高 330m付近においては縄文時代的遺跡はほとんど

見受けられず、干安時代の集洛跡が確認された上原遺跡を含む伊勢町遺跡群は弥生~歴史時代の

飯合遺跡からなる。

。柳沢 (縄文時代18奥山原 (縄文時代18白久保 (縄文時代10伊賀野 (縄文時代10諏訪原 (縄文時代10宿割 (縄文

時代10寄居眠 (縄士時代10五十嵐 (縄文 干安時代10下平 (縄文 干安時代1.庄田原子貫 (縄文弥生時代1.清

水轍石住居跡 (縄文時代)申菅田 (平安時代)申下尻高 (弥生。平安時代)申成田 (拡生時代)申天神 (昨生時代1.白山
，神社 (弥生時代)骨中学

位里 11t.生時代)事法!繭

寺 (鉢生時代1.平占明

群(占墳時代IfI名久田
12号墳古墳時代)申国

塚古墳 (古墳時代 申名
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-・7 • 第 l図 柳沢遺跡位置及び周辺の遺跡 1・75，00日
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4. 調査の概要

本調布区の点下部は棚状の平jHJ也であるが、曲、ド::il)はl判丙万lilJに比較的緩やかに傾斜し!湖Ili谷

へと lilJかっている。傾斜地には縄文上諮及び1:削慌の小破片を少鼠混入する粘i't.f1.¥褐色土のI辛い

JIWlがあり、これは北方的叫lから比較的急速に流入した Lのと忠われ、層中てeの遺摘の紘s認はな

かった。i立怖雌認はロ ム層上fsjで行ない、縄文11年代のfi::I/:-跡6軒 ・上坑251正が認められ、住民

跡はすべてドJiI地に占J也するが、上坑は傾斜地にもみ句れた。尚、調査l孟全体に幅τFI;150cm' a 
さ20cmIAI外的地が点西}J向に約11OcrnのIBJ似て')Jl.I!IJ.JEしく州られている。時期は明憾ではないが、

思LI:.I勾に浅間l山'11山B粍石町l似の軽石粧をまばらに含む。

D 
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2 

3 

7 

8 

第 2図a 柳沢遺跡周辺地形図 1 : 30，000・砂

第 2図 b 柳沢遺跡調査区全体図
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5 .遺構と遺物

① 住居跡

第 1号住居跡

E -2. 3、 F-2. 3グリ y ド

に位置する。長軸万向N-90
0

- E 。

形状は長軸4.IOm、短軸3.65m、南

東コーナーがやや雌り出す隅丸長方

形を呈する。唱は緩やかに立ち上が

り、その残存高は14cmて・ある。床面

は比較的平坦で、やや堅畿である。

住居中央やや南東寄りの土坑が住居

に伴うものかどうかは不明である。

i立物は土器!干のみで、床面上での

出土は 6のみである。 lは早期条痕

文系。 2-5は同一個体で縦長コ ン

パス文 ・地文問端環付 (0段多条)

を施す。6-9は辿絞爪型文を主と

し、 7は劣載竹管外側刺突を施す。

10-13は羽条縄文を施し、 10はO段 。
E 

3条のRとL、11-13はRLとLR

を施し、 11はO段多条、 12は一部の

LRにのみO段多条町使用、 131こは

結節が認められる。

IOcm 

目

<<1 
，8 
<<1 

口
" --a 

2 

L ~5 18. 7m 2m 

1 補色土 ロームP(-D最量含む， ムサ佳昭飾付入限集表

1 bは加え てロームプロ ァタ微最含む. ( 歓値は I~曲M 単位は，.)

2 褐色土 ロームブロ v 宅~iI:含む.
3 褐色土 ロ ムブ0'1タ喧 伝含む.明禍色上 (td11)t:r {含む.
4. t，~土崩縞上 海全体に炭化物事司f微箭含む.

第 3図第 l号住居跡平面・断面図

第 4図 第 l号住居跡出土土器

4 



第 2号住居跡

調査区町中央やや北東寄り、 F-3， 4及びG-3グリッドに位置する。北側壁中央付近lこお

いて 3号土坑、住居内の中央やや北寄りにおいて22号土坑と重複する。先後関係は土層断面の観

察から、 22号土坑→ 2号住居→ 3号土坑であることが確認される o

形状は、南側壁が削平のため失われ、さらに各コーナーは後世の構状泣織による破壊のため不

明であるが、長軸46.0m、短軸39.0mの南東に広がる台形を呈すると 推定される。長軸方向は N

-150二 Eである。壁は緩やかに立ち上がり、その残存高は最高20cmである。

床面は平間で、比較的軟弱である。ピットは全部で4基が確認されたが、 PIについては22号

土坑に伴う 可能性もある。主柱穴として恕定可能であるのは P2， P 3である。東側壁下に一部

問講が確認され、その規模は床而を恭準として、偏平均14cm、深さ平均10cmである。

ill物は土器片/止ぴ石器 ・石片で、そのほとんどは住居中央付近、被土上面から床面にかけて集

中して出土している。また P3覆土中より 32が出土した。

"， 1 

B PI 
C 

Q 

l
i

、、‘
 d 唱割

B 

。

h

〈
E
 

'0 長径 短径 深さ

P 1 34 . 29 37 

(土坑底面基調匹)

P2 45・37 35 

P3 47 . 44 32 

P 4 19・19 10 

表 2 号住居跡柱穴観祭器
(数値は P1を除さ床面
基準単位licm)

2号住居

1 褐色よ

2 褐色土 ローム粒γ強量含む。

炭化物粒チ少量含む.

3. ~.Hニ湖沼土

4 褐色上上射に比べてかなり良

〈締まる。(3号上坑)

①褐色イヒ ロ ムプロック少量含

む。

②偽色土ロ ムプロック含む。

③働色土 ロ ムプロ y ク多量含

む.

2m 
1 

第 5図第 2号住居跡平面・断面図
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第 2号住居跡出土遺物

lはIjiJ々 段イト撚とし、コンパス文を施す。 2-8及び21は、ド俄竹管による平行沈糾!+述続爪

FTl文を主とするものである。2は復数の、1<行沈線、 4-8は縦位向円形刺突 (列)、 21は斜位の

刻 日を併せて施す。 3，立肉樽 ・幅広の劣舷竹管を使用。9・10は同一個体である。11唇直下に

干行沈線+-i!s統爪明文を 1条、以下波状、F行沈線と交互に 2条ずつ巡らす。そしてこの文様帯の

F半部以下には、地文と LてRLが認められる。 11-19は櫛t白状 箆状の施文nをMflし、いず

れも縦位の円形刺突(合1))を地す。 11-15はI"J一個体であり、肋1'1文を主とする。 11紋郎にギ行

沈線十連続爪可J文を 2粂巡らし、そのI1lJを半行沈線により皇制iiiけたに区画、さらにそのr，zl困内に円

形刺突を一つずつ配している。また丈憾慌の下位区画として波状干行沈線を 1条巡らし、以下地

文として RLにRを附加した第一般附1111条を施す。 16も肋竹文であろう 。17-19は附一個体であ

り、波状文を地す。20は口縁波頂古1¥て・あり、 U将i直下に平行沈紘+迎続爪型文を施し、口通孔が

縦1立に二つまで係 t訟できる。22・23は料(立の却IJFIをliI!iしたi'?純文を主とするもので、地文として

RLを施す。23は11紋部川であり、強<I付iJiする。24-37は縄文のみの破J'，ーである。24はRLを

2本周いて結節1"1転を地す。25は反撚り LL、27は RLとO段多条による RL、37は LRをそれ

ぞれ地す。28・291こは絞繰文が認められる 11-15と30・31、17-19と28. 29はそれぞれh~一例

体と与えられる

。 IOcm 

第 6図 第 2号住居跡出土土器 (I ) 
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。
①~③ 

1ぞ
， 

。 IOcm 

⑫⑬  

第 3号住居跡

50m 
i 

6、

-a 

， 

~~\! 
印畠

⑫ 

第 8図 第 2号住居跡出土石器

。 IOcm 

④~⑪ 

調査区の東寄り、 C-3・4グリ yド、 11-3.4ク1)'/'ドに位置する。北東コ ナー付近と

東側壁の大部分は調作区域外である。北両コーナー.付近を 8-t} 1:坑によリ破壊されている。形状

は長軸40.0m. '1'1軸30.5mで、南阿にわずかに広がる台形を虫すると推定される。主軸万[1'11;1N 

-60-Eである。喰は緩やかに立ち |占がり、般有高は最高60CR1である。

床面はほぼ干J1[で、比較的堅鍛である。住同中央付近に炉の縦断、と与えられる部ち込みが有iJe
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するが焼土は認められなかった。主牧穴として想定可能なものは Pl-

P5である。周鴻は南側 西側壁下においては断続的であり、その規模

は床面を基準として同平均 9cm、深さ平均14cmである。

"'1 
|回 イ匂7
〈プ

可軍属証

O U
P6 

PI 
。
。。
o 

。
P2 

。P5

~qL-。P4

、¥~ー
/ 

同

同♀一一ー¥ 〆 c.: 

L =518.9m 
D 

( 3号住居跡) v 

2ml」 ーし~。
第 9図 第 3号住居跡及び第 8号土坑平面・断面図

第 3号住居跡出土遺物

NQ IH:f.' Ì'JL~ 採さ

P 1 31 . 30 -21 

P2 21 . 14 17 

P3 31・25 17 

P' 35・31 一回

P5 18.17 -13 

P6 35 . 30 18 

P7 43・18 一 11

P8 40 . 27 

表 3号iiJti跡怜八似宗衣
( 歎他l :.l l .f.;出格~ 単位!:.lcm)

1 網島色 t
2. i泉崎竜褐色L
3. ili.剛補色 i

ロームブロ タ多厳に含
じの

4 淡削偽色 t
ロームp(少足含む。

18りl'J，九)
①補色j

淡町l裕色 i多紘ロム
プロ γ タ少量含む.

壇賞褐色』 ローム主体.
(3)縄色ム

成期綱色土多鼠 ローム
プロ rク 炭化物位子
後 t粒子を微量含む.
@bU.ロムプロタ多
値含む.

@j炎黒補色t
炭化物1:少歳、炭化物位
子含む，剣直上村子微量含

む'.
L=518.lm 

③b 

遺物は土器片及び7(7~:{: .石片で、多くは住居中央付近から北京コーナ にかけての縦土上聞か

ら下面において出土した。

1・2 (同一個体)は、刻みのある細隆惜と撚糸側而圧痕を巡らし文様帯区画とし、 円形刺突

と弧状の撚糸側面I圧痕を砲し、地文は O段多条使用 LR .R Lの羽状縄文を幅狭に施す。3 ・4

及び21-23、さらに第13図 9は同一側体である。波状を呈する u縁に沿い平行沈線+述統爪型

文を 2条巡らし、以下縦{立の数条の直線やl曲線を平行沈総と述統爪型文で姉き、円形刺突を併せ

地す文様帯区聞とし、述続爪型文を 2条巡らし以下L且ぴRをそれぞれ2本用いた結節回転を施

す。 51;1平縁で鋸幽状の小突起をもっ。白紙部には 2- 3条1組の平行沈線により彊線や斜位の

直線等を描き、下位区画としてコ ンパス文を巡らす (コンパス文は胴部にも巡らす)0 J也文は最

終段Rの前々段合燃を施す。6は地文 Lに肉薄の連続爪型文を巡らす。 7-9は口縁沿いに平行

沈線を数条巡らし、 7・8は一部に述統爪昭文を充填、 9はRLを施す。10-12は平行沈線+連

続爪型文を主とし、 10は RL、12は LRを地す。13-15は沈線主体、 15は口綾部がくの字に外反

-8 

0' 



し、U[.j古1\は fhへややすぽまり加減の器形を呈す。頭部以 F~~状の集合沈線を巡らし、 n唇部に

は LRを押圧する。16-19・27. 28は LR・RLの羽状縄文を施すもので、 16-18はO段多条を

m いた恥B央のもの、 19・27は LRのみO段多粂を用いる。また29は無担nL . Rの羽状縄文、 20は

附Jm条 LR+L、241;1:L . R 2本ずつの結節回転、 26は|年l端環付LR、30-32は RLを施す。

議説。14

-9ー



。州各品~A②
① ② 

⑦ t 
③-@ 

品

310③ 

岳地

o IOcm 
ヒ=ニニエニゴ

⑥ 

第 11図 第 3号住居跡出土石器

第 4号住居跡

調作区中央ややI布収得り、 G-4 ・ 5グ

リ ソドに位置する。主軸N-O・ E 

形状は南側墜を削干されるが、長軸45cm、

短刺132cmの陥丸不務長万形を皇すると思わ

れる 内側壁は外相IJに強〈膨らむ 慣の残

存 IfG は1j~irfJ 30('m である。床面は中央部がや

や符み、比較的軟羽である。 中央付近に人

頭大円刷 J'な角喋カ、、|ιll!簡を上に 3例体置

かれ、以台としての111;圭も推定される。焼

」二は仰 t認さnなかった。

1. 良市網島色仁 1 b 11炭化物Pf彼鼠含む 1 c!j.ロ ム

プロノク含む(慢.lI。

2 同 色 i ロム，，'1(少:.1:含む.

3. i提叩制色 i ロ ムブロノク含む炭化物約 f徹，ij:含む

4. 1:，'-'刷Jゐi

1> 

|コモ

1> 

O 

。
lJ 0 

¥¥ 
O 
t 

|ぞ

第 12図 第 4号住居跡平面 ・断面図
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第4号住居跡出土遺物

遺物は上器片及び1i?品 .{I片で、そのほと んどが説」ニ中の上而から下面においての出土である。

lは斜位の刻みを施した陀帯を巡らし、燃糸側I@王痕により渦巻等の文隊を摘 し 2は文線街

区画として斜{止のおJ U を地 L た隆.t~~;を 2 粂巡らし (-1m;卓結が認められる )、IIIJにFY形車IJ突を航

位にlA統して施す。文織は撚糸側面圧痕と円形車IJ突により描き、地文1;1R (0段多条)2本の結

節回転を地す。3は文機帯区画として$1J目を施した細隆帯と撚糸側面圧痕を交互に波数ずつ (2 

条まで1iitcU!'出来る )巡らす。文僚は撚糸側面圧痕により描き、その交点等に円形刺突を施し、さ

らに余(1には刺切文を充填する。4は口唇直下に撚糸側l酎庄痕、その下に綾をそれぞれ巡らし、

以下両び撚糸側面l王板を地す。5-7はO段多条を用いた LR . R Lで羽状縄文を幅狭に施す。

8は波状n縁波頂部で、 11昏上に斜{立の割JEIを砲し、以下 RLを施す。10・ll(同一個体)はR

( 0段多粂)24:による結節回転を地す。12は多載竹包による:iA続中IJ突を地す。10・ll(同一

例体)はO段多条の短い縄を用いた RLを施す。15・16(同一個体)はO段多粂を朋いて、 15は

RL 、16はLR・RLの羽状縄文を施し一部重複させる。17はLR (0段多条) . R Lの羽状縄

文、 18-21はRL (0段多条)、22はLR、26はRL+lのの第一川附加条をそれぞれ施す。23

-25はLを用いた tji.軸給条体によるもので、23・24(同一例体)はA，bl状、 25は網状に地す。

D IOcm 

第13図第4考住居跡出土土器
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A~A 
① 

② 。 ①~③ 

くご二二ご〉 。④~⑥ 

50c岡 ⑤ 

第 14図第4号住居跡出土石器

⑦ 1 4 

第 5号住居跡

H-5、 1 -5グリソドに{立Ji。

土府断固lでは胡'0¥でなかったが、5a

号 (北半部).5 bひ (市半部)の 2

軒重複が想定される。5b号南東部は

10号及ぴ11号上坑によリ破壊されて

いる。なお、こめ上t九の新旧関係は

10号→11号である

5a号の形状は、市東部が調布区域

外だが、長制12.701、'1'1軸2.501のは

ほ了万Mを， I~-すると思われる ロ 5 b 号は

大半が調先灰成外のため、規校 ・形

状は不明である。

UZの残存高は、5a号li31cm、5b号

は19cmである。床面は両者ともやや

暇級で、ピ yトli5a号限付近で3J& 

隊認された。

1. '* .'.1.¥色 i
2 禍色上

3. ，長引綿色j

~<) 。
2m 

L =517.9m 

メググ、h ら

く;
/ 

心/ 

l匂
n有約含む畑

氏明色i橡1.含む

銅色 l叫やや強い，

ロームプロ ク徴説c.

3に似るがロ ム判手

含む 4 b IJ:ローム約手

やや多1<含む

ローム~:f (少蹴含む

，'1，¥みやや強いι

5とはとんど1，;円c¥

(10サUii.)
①舗色 1

②臭 繊色 i 倒防色上含む.

@，~.I鍋色上③b はロ ム紡子

少母含む(

!IJIJ IJA.J 
1 褐色!
2. ik.".j鋤色 t 倒防色 t多量含む

J. ，免'"働色 t ロ ムプロ γク

少/，1:含む.

4. j.1i..'.R縄色上

土
上

t

色
色
色

褐

褐

禍

M1

q

q

 

炎
火
火
炎

5
6
7
 

e 
¥ 

ミ |

第 15図 第 5号住居跡平面・断面図
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第 5号住居跡出土漬物

ili物は土保片及び行総 石片で、5aサの撹上中上面において集中して出土し、 5b サでは皆

無である。また10号仁tJc覆土中より 28が出上した。

1は箆状工nによる沈線を交錯し複数町小区画を摘き、区画内に仲状工具による車Ij突を充携し、

また沈線の交内に円形竹管による刺突を施す。2は平行沈線+連続爪型文を巡らし、 I也文LRを

施す。3は術的状工nによる数条からなる平行沈線と同工共による波状線を交互に巡らす。4-

16は平行沈線+相Ml:の連続爪型文と斜位の刻同を施す隆帯の交互の繰り返して'文段をUfI<o9-

11と12-14はそれぞれ同一個体。 17は半舷竹ITで集合沈線を鋸歯状に巡らし、余白部分を陰刻

する 。 19は隆骨1 により枠状文を施す。 20は I~.l端環付、 21 は L L、22-25は羽状縄文を LR.RL

(21・23はO段歩状)で施す。26はRLを地す。

以
仏
む炉

鞠
h~γ
鋪…
w

壁一
w

tOcm 

第16図 第 5号住居跡出土土器 (1 ) 
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② 土坑

2 0号土坑

O 
t 

轟j轟②
① ー② 5 o. 

二二コ

第 18図 第 5号住居跡出土石器

。 ③ 100官

F-5グリ yドに位置。確認而を }"I¥，とし、長軸121cm 知軸118cmのほぼ円形を込し、深さ75

cmで底面はやや、l'らである。

Ci1!物 第19図) 1且び 2.3 (!';!-例体)は表裏に条痕を施し、 U唇 l二lこ割!Idを加える。 1で

は表面のみ箆状工lLにより沈線を交錯させる。

。 1m 

。 IOcm 

I 叩褐色 i 机¥"[

2 叩例目色 j U，j'{， ロームf，".(徹'"含も

3. .'1'補色 i 帖1"1ロ ム肘 fやや多I，}含む 第19図 20号土坑平面 断面図及び出土土器
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4号土坑

F-4グリソドにhi:;町。ji(，

認耐を基準とし、1*制ill9cm'

組制 115cmのほぼ川形で深さ

68cm、底I白Iは南凶)jlftjへ傾斜
L =518.1 

する。底l面付近より准大~人一

副大の自然艇が11例IH上した。

(jfl物第201苅11は2-3

条町平行沈線とコンハス文を

交互に廻りし、加えて平行沈

(il'i物第21μIl1は山形抑 1 、__________ r 

m文を施す。 2は微降線を交 ¥ ~ 

錯し形成した区両内に条f良を

山内;!??;盤。犠j斡 7¥ 議室聡@
2本の結節l酬 を j;Jikに施す。J 明 V機動産欝叫怒毅塁手町
5は上げ底状をよ註するほ部"J

でI羽端環付RLを施す。6は

深鉢恒土器の胴 F't三百1¥であリ、

結束した LR . R Lを羽状に

施し、底部付近でRL (0段

多状)を重複させる。7はL

R . RL で~~i主に地す。 8 は

特殊i主鉢型上器で、彫りの深

い平行沈線+述絞Jf¥昨!文 (外

側竹信)で木柴状人組文を施

す。 9は3条-mの干行沈線 第21図第5号土坑平面断面図及び出土土器

線を rU J ikにATさせる。

5号土坑

G-4グリ y ドに位世。確

認面を1.!;;~ュとし、 1';: 制il98cm ・

短軸 138cmの南北に長い不整

怖ドl形を呈し、 aさ56cmで底

1耐は平j宣である。

。

H
M
m

'

e
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む
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f
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含

合

判

f
タ
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H
V
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・の
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)
ロ

む
冊

以
胤
杭
プ
合，
A
U

.

制

m
ム

日
順

Lr

む

{
一

概
公

含

L
ロ
f
径

上

色

位

色

縄

貨

物

町

組
憎
む
明
悩
化
納

含

炭

t

t

 

色

色

t

f

綿

織

色

色

引

制

働

側

炎

泉

町

川

1
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3
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第20図 第4号土坑平面・断面図

及び出土土器

。 1m 
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H-5グリ y ドに位置。確認而 q 

を基準とし、長側164cm 短軸46cm、 /アヘ¥ I 

1 I:J: li!:lil¥tJ' t， 

醐険

'略

を数段廻らす。J也文は RL

14号土坑

J Ocm 。
深さ 16cmである。

第 5号土坑出土石器第22図〔造物 23図〕

)JII減に立ち上がり、胸部は直立ぎ

ul.まにかけて外反するみに立ち、

口総は僅かに波状

もつ。対となる突起の存イ「は破m

15号土坑

C-3グリ y ドに位訟。確認面

口紋下

文様を描き、以下に地文RLを施す。

を成し、波Tfi部に 1ケ所小突起を

位に僅かな段を有し斜位の刻目を

組らす。胴部 lイ立以上を文様若干と

し、平行沈線+連続爪型文により

のため不明である。また、

器形を呈する。

をJι準とし、Ji軸118cm 短軸117

第14号土坑平面断面図

及び出土土器

第23図

1m 

{】5¥; I 比 /' -----¥ 
1川 崎色 i 州ロームブロ yクの 16号 /~ ¥ 

含1，科により4I!fに分けり { /'〆 必〆
れるι I，帽を)j，~としてーー 11 V 
1・徴量 I b 少揚 ¥¥ )(' ./ノ
I d ー多民にそれぞれ含ま し ~518.1\\/" ノ〆
れる ーー \J 、~ ./ 

2. j町働色土 ローム主体

116サ!-.JjO
1 ，'11偽色上鮎官 I bの"カ1M何強い

2. 照働色 t 'bf'{.ローム仲ずやや多品?

合む巴

。
1m 

15号

。

若君議宮崎議l

~:勢。
w
m
?
:
、今、

5
1
 

r内
ぜ

rae

p

，、色。

討に.~::. .;~￥ rï 
弓 ;.">;...;メペ~~-~.:>;ゎ I

、、<::... ~i. 眠、、"'.，，，，^-' f 

と:刈今ずル糸川
三寸、年，<" U2 

第15号及び第16号土坑平面 断面図及び出土遺物
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cm 深さ53cmである。

〔遺物。24図) 2はO段多条使用のRL'LRを

羽状に施す。 3は弥生土器の可能性が4えられ

る。 1は肥厚する H唇の直下に給条体内側面圧

艇を1則立に廻らす。内聞には同上の原体を用い、

条肢を胎iす。

16号土坑

D-3グリンドに位置。確認、面を基i¥fiとし氏

側I1J3cm・知軸83cm町南北に長い椅円形を豆し、

深さ76cm、Jit1Mはほ』主平らである。

12・13号土坑

H-5グリ y ドに位置。確認面を基準とし、

12号が長径194cm・短径153cmの南北にやや長い

不幣桁円形で、深さ68cm、13号は東半部を12号

に般地されるが、長径105cm・短径88cmの南北に

長い不抜円形と思われ、深さは16cmo 12号の上

・'I'IIIIに焼ょが認められ、二次利用 も与えられ

る。

〔遺物 25図)遺物はすべて焼土周辺より一括

して出土した。 1は口縁は無文とするが、その

5到
達震毒劇

5 

白
12号土坑

。 1m 

1 処1ブロク

2 尚 色 1 処」粒子含む

3 ぬ 色 土 ローム叫チ含むが 3・1孟少量.炭化物川

少量含む0

4 補 色 j 誕!県網島色1含む.ロ ム粒子多縁含むa

5.'1，¥網島色 i 偽色士含む{ロ ム純子徴最含む「

6. i:./l:旬、禍色1 ローム純f微量含む巴

7 品川締色上 ローム佐子、ロ ムプロ yク含む

8. ;長川働色 t ロームプロ〆ク多量含む.

第25図 第 12号土坑平面・ 断面図及び出土土器 (I ) 
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第26図第12号土坑出土土器(2 ) 

直下に LR地文後沈線を 5条廻

らす。以下文様慨を形成し、沈

線により 1([ • 1111線をUirき、その

畿 日l

l孟幽内に LRを砲し部分的に謄 .. ~-~~ 

消す。 2は沈線+L R 充填施文。 h認翠窪雷雲~I

3 I ;li/.~ik酬を降線で州 4 宅歪霊言語
5はU唇州 止1、 II(FI.: it線 建務事言

を1条遡らす。 6. 7は法状口

紋波JJ1部。9は耳i部にiti¥!を 1

条、直下にダIJ引をil"!らす。刷部

には沈線により、 2条の縦位の

ii'(線とこれを( )状にはさむ弧

線のモチ フを 3単位施す。10

-13は沈線により l立ー曲線を垂

下するものである。

8号土坑(、ドー断曲1凶 第9図)

G-4グリ y ドに位置。縫認

出を基叩とし、長径 190cm 短

径160cm、深さ80cmである。 フ

ラスコ状を・ιし、!屯而は予盟で

ある。(遺物 27閃)1は平行

沈線+~統爪1TJ 文、 2 は地文 L

Rに半裁竹管て'集合沈線を施す。

3・4、5-7はそれぞれ同一

国体で、このI両目且ぴ81iL R 

験l

2 

。
RLを;TJikに砲し、 3E状に構

成する。9はLRとO段多条使

用の LRを施す。
第27図第8号土坑出土土器

18 

IOcm 



⑨ 量構外出土遺物

議運露。C-3G 

第28図遺構外出土遺物

6 .調査の成果と課題
今回のz調査でli(i認された住肘跡且び土坑は、出土遺物のほとんどが説土中であり、その年代的

特定は悶雑であるが、組土下両出ょの土終日から、それぞれがやや時期差をもつものであると考

えられる。限られた範問内での調査のためその全貌はは知り得ないが、住居跡は縄文時代前期初

頭~前期末葉、上坑は縄文時代早期1-前期末葉のものと判断され、この間比較的継続して集落が

首まれたと想定される。しかし各住肘閥、内において、焼土がほとんど認められない ・床面がさほ

ど傾くないものが多い 柱穴が顕著でないという古から、類推される上屋構造は比較的簡素なも

のであり、その使用は短期間iであったと思われる。

出土土器については表 4のように分類される。尚、 2号住居跡説土内七耐~床面1て"諸機a式、

5号住居跡覆土内上而~下i面にかけて諸機 b式に各々比定される破片がまとまりをもち出士した。

本遺跡は山聞の狭小な'1"坦I也に立地し、 i勇水が隣接する。出土石器は石鍛 ・石匙 ・スクレイパ

ーの煩が多く、j':fJii¥から縫物の解体までの一連の作業を当地で行なっていたことがj.Jえる。しか

し居住区間が限られることから数世代にわたる水統的な定住を恕定するにはやや無理がある。町

内において過ょの発掘調査て。確認された縄文時代前期集落跡 (住居跡)位1)はほとんどが名久間

川流域河岸段丘上の比較的狭い干上旦地に立地しており、さらに季節的なキャンプ地と推定される

伊賀野遺跡(註2)のように山tHJにおけるわずかな平坦地にも柴必が形成される。本】立跡は立地的に

は両者の中間1の様相を不し、狩猟活動に際しての拠点として断続的に営まれた可能性が示唆され

る。しかしこれらの小集孫を統合し得ると思われる大規快集越の存荘を明確にする調査例は無く、

下平遺跡(註3)での諸磯 b式期lに比定される大型住屑跡はこれを担、定し得る唯一の資料である。中

之条盆地付近や苦:Ji'川各支流の F流域に形成された河岸段丘上では、より広大な居住空間が求め

得るが遺椛 ・造物の確認例は現干「のところ皆無である 。 赤城山西i十j~立や僚名山東南総では、分布
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{捌1i.での判断であるが引浜，有機 a式期の泣跡は侵食谷に前する円状台地状地形に多〈、 lよく開

けた台地上にほとんど認められないことがいわれている (註4)。当地域での前WI!./Si，品(註5)の立地は、

本選跡をはじめこれに町i似した傾向が伺える。 亦城山鐙における様相l等から )I~本的な生川線式が

散情的な小集落から!t住的な継続集落へ変換する時期が縄文時代前Jijlから中WIのIH1にある "f能性

がいわれている (註6)。当地域では断片的な資料が多〈、 作集落が完結性を有するかどうかをi明確

にし、Jsi'frtaJの各時WIにおける1i機的関連(註7)を怨定するためには、今後のJ凋1i例のI甘加を待た

ねばならない。

早 期 押型文系 iニ器。(21図ー 1) 

早期後半条痕文系t器。(4図ー し 16図ー1、19図ー 1-3、21図-2) 

iIIj )1;11初liTI 撚糸側lfii庄艇が多用される。J也文は O段多条使用の日正体を多〈佐川し 、羽状構成が多

い。胎 1".'1'布機物繊維を含むものが多い。多くは1Es'i下!司式以降ニソ本式まて"に比定

される。 (4図 11、10図 I ・2・16-19、13図 1-8・13-21・23-25、24r<1-1・2) 

前期l前半 竹管等LlLによる沈料lや連続爪Itl文等て酬文様を姉〈 。地文はJh¥体の結節同転、 111端

E罰付の使111等がみられ、羽状椛成となるものが多い。また胎土中イi機物繊維を含も、も

のが多い。多くはl羽山式占段階から『明浜式及び1r尾バまでに比定される。(4閃ー2

-7・10-13、6図 1-3・24-26、10図 3-12、13図 9-11-22-28、16図 2、17図

-20-24、20図 l、21図-3-7、27図ー1・3-9) 

liij期後半 'þくは諸機 a 式から Im~理 b 式に比~される 。 竹管等LlLによる沈線や:iÆ続爪明文等で

文係を摘〈 。地文は単節斜縄文が多い。(4凶-8-9，6図-4-23-27-37、10J;;i1-3 

-17、171:ii1-18・25・26、21111-8・9、23sI-1、271:ii1-2 ) 

'I'JYI前半 (17図ー19)

後則前半堀之内 11式に比定される。 (25図 1-12、26図ー13)

，， 1' 1 丸山公夫f也1985 r大塚遺跡群五卜i"，-遺跡第 2次』 中之条町教育委H会

作l谷 優 1985 r大塚遺跡群宿泊l遺跡』 中之条町教育委μ会

"12 唐沢セ朗 1989 r下沢被fJ'釘野iit跡』 中之条町教育委r~ 会

"七 3 巾 ~'t之 福凶品自治 1986 r平泣跡群 F平泣跡 発tlffi調査概有lJ ド之条町教育委只会

，， 1' 4 鬼形)'j夫 1985 r亦城山館における縄文文化の展開J r鮮民!Ir!史研究J21号 鮮馬県史

制3革委J~ 会

鬼形 J~'X 1988 r遺跡の動態と!t8JI剥係J r研究紀要J5 財)Ar-t .IJ~ ~1~埋蔵文化財調

1i. 'l>"!t同

111: 5 亦城 僚名のrilij山淀て'は}.I.¥ift.諸磯 a式Jijlの遺跡数は前時IYIより急.tr'1し、必磯 b式i制に至

り減少するという(註 5文献)が、ノド地域では不明確である。

"16 能登 健 1986 rまとめJ r謀山遺跡、』 北橘村教育委u会

，，17 亦城 ・榛名の凶l山践では，'，nj，氏・諸機a式j明の遺跡は一台地をー遺跡が山地し、彼み分けが

秋山をもっておこなわれていたと巧えられており、また加円相JE式Jijlに主リ ill物的散布地

に大 小の二百li1'tが顕許となり遺跡の1'1格の多様化力、屯!定されている ("主 4文献)
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図版 3

4・3号住居跡全景

3号住居跡出土遺物
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図版 5

が ‘4 5号住居跡全景

5号住居跡出土遺物
v 



図版 6
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b・F 一語

企 5号土杭全景

.... 1 5号土坑全景
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図版 7

1 6号土坑出土遺物

2 0聖土筑全景 2 0号土坑出土遺物

a-B号土坑出土遺物
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図版 B

企 12号・ 13号土坑全景

事面

1 2号土坑出土遺物
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石器観察表

No 器帥 長さ{，圃) 幅(crn) 重量[g ) 厚き[，凪)

-¥}fキ 1 石時 1. 95 1.3 0.9 0.5 

2 石路 2.25 2.3 1.2 0.3 

3 イ[蝕 3.2 2.9 9.2 1.0 

4 有路 2.33 1.63 2.3 0.5 

5 行匙 6.09 5‘25 32.5 0.8 

6 スクレイパー 4.17 1.3 3.5 0.5 

7 スクレイパー 5.52 3.6 17.5 0.8 

8 スクレイ川一 5.' 3.6 15.0 0.8 

9 ス7レイパー '.5 3.18 12.0 0.8 

10 ス7レイ μ ー 5.1 4.52 27.0 0.9 

11 ス7レイ J、ー 7.9 5.3 106.0 2.3 

12 凹 {j 13.08 7.8 315.0 2. • 

13 円 わ 8.0 5.57 107.5 1.7 

号住 1 石 .1 1. 45 1. 59 0.5 0.65 

2 {i 班 2.3 1. 56 1.2 0.6 

3 石 匙 3.20 4‘32 10.1 0.6 

4 -/j匙 5.19 3.19 II .4 0.5 

5 ス7レイパー 3.2 5.27 19.0 1.0 

6 11.65 9.08 377.5 3.3 

7 凡7形.fi器 8.87 5.64 235.0 '.1 

8 ス7レイ川一 7.78 4‘53 69.5 1.9 

号住 1 石雄 2.2 1.28 0.8 0.5 

2 石錐 3.38 1.0 1.4 0.3 

3 石蝿 3.3 2.35 5.1 0.8 

4 石 匙 5.07 3.0 12.5 0.7 

5 ス7レイパー 5.38 3.02 17.5 1.0 

6 スクレイ，，- 5.88 4.34 41‘O 1.05 

7 磨 u 11.92 9.26 1120.0 6.1 

号住 1 石 踊 3.69 1. 56 2. • 0.35 

2 之:i jl 2. • 1.76 l.l 0.35 

3 スクレイパー 5.3 5.6 36.0 1.0 

5号上幼L 凹 イf 10.02 8.57 392.5 '.6 

16号上坑 Ai斧 8.72 5.45 82.5 1.4 

F-5G 石賠 3.0 l. 94 0.5 2.9 

G-6G 石 雄 5.0 1.4 0.7 '.8 
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。 10cm 

監理作業終了後、第 3号住居跡出上t器

片(NoJJ)と第 4号住居跡出上上総片 (No9 ) 

の接合が判明 Lたので拓影図を掲載する。
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